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　11月 20 日の任期満了による伊賀市長選挙を次のと
おり行います。
　なお、投票についてなど詳しくは、広報いが市 11
月１日号でお知らせします。

　　　　　　

《告示日》
　11月４日㈰
○立候補書類届出会場：上野西小学校体育館
○受付時間：午前８時 30分～午後５時

投票日：11月11日㈰

【問い合わせ】　選挙管理委員会事務局　☎ 22-9601　℻   24-2440

【
募
集
人
数
】　
10
人
（
随
時
募
集
）

【
応
募
資
格
】　
伊
賀
市
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
女
性

【
主
な
活
動
】

○
地
域
住
民
へ
の
応
急
手
当
指
導

○
消
防
団
が
行
う
主
要
行
事
へ
の
参
加

○
火
災
予
防
、
地
域
防
災
に
関
す
る
広
報
・
啓
発
活
動

※
消
火
活
動
に
は
従
事
し
ま
せ
ん
。

【
処
遇
な
ど
】

　
消
防
団
員
は
、
非
常
勤
（
特
別
職
）
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
団
員
に
は
、消
防
団
活
動
の
対
価
と
し
て
「
年
報
酬
」
や
「
費
用
弁
償
」、

活
動
時
の
け
が
な
ど
に
対
す
る
「
公
務
災
害
補
償
」、
一
定
年
数
以
上
勤

続
し
た
団
員
に
対
す
る
「
退
職
報
償
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
消
防

団
活
動
に
必
要
な
被
服
も
貸
与
さ
れ
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
お
近
く
の
消
防
署
に
入
団
届
な
ど
の
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
所
定
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
消
防
本
部
消
防
救
急
課
（
消
防
団
担
当
）

　
☎ 
24
・
９
１
１
５　
℻  
24
・
９
１
１
１

　
各
消
防
署

女
性
消
防
団
員
募
集

　
伊
賀
市
消
防
団
で
は
、
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

安
心
・
安
全
を
守
り
、
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
あ
な
た
の

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

《立候補予定者説明会》
　立候補を予定している人の事務手続きなどについて
説明会を開催します。なお、当日は会場の都合により
１人の立候補者につき３人までの参加とします。

○と　き：９月 25日㈫　午後２時～
※受　付：午後１時 30分～
○ところ：ハイトピア伊賀
　　　　　５階学習室

　応募作品を審査した結果、最優秀賞１点・優秀賞
2点を決定し、啓発標語は最優秀賞の作品に決定しました。
○優秀賞（２点）　　
　「放

す

棄てないで！　小さな一票　大きな権利」
　　伊賀市柘植町　西口　純代さん
　「選びたい　すてきな伊賀に　したいから」
　　久米小学校５年生　　西口　翔太さん

の日程が決まりました伊賀市長選挙

女
性
消
防
団
員
募
集

女
性
消
防
団
員
募
集

〜
あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
〜

選挙啓発標語が決定しました

「忘れてませんか
　あなたの一票　大事です」

最優秀賞

久米小学校６年生
　サンティジャン　ビアンさん
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市
内
の
中
学

生
を
対
象
と
し

た
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
を
行
い
、

審
査
の
結
果
９

点
の
作
品
が
入

賞
し
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
自
分
た
ち
の
体
験

を
通
し
て
明
る
い
社
会
に
つ
い
て
の
考
え

が
素
直
に
表
現
さ
れ
、
未
来
へ
の
展
望
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】

　
隠
岐　
彩
音　
（
阿
山
中
学
校
２
年
）

【
優
秀
賞
】

　
常
葉　
理
沙　
（
崇
広
中
学
校
３
年
）

　
西
田　
朱
里　
（
城
東
中
学
校
３
年
）

【
奨
励
賞
】

　
樋
口　
瑞
季　
（
緑
ヶ
丘
中
学
校
１
年
）

　
中
川　
真
衣　
（
上
野
南
中
学
校
３
年
）

　
永
井　
智
里　
（
霊
峰
中
学
校
３
年
）

　
松
村　
拓
斗　
（
柘
植
中
学
校
３
年
）　

　
奥
西　
あ
す
か
（
島
ヶ
原
中
学
校
２
年
）

　
稲
森　
勇
貴　
（
青
山
中
学
校
１
年
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
厚
生
保
護
課　
☎
22
・
９
６
５
０

　
　
　
　
　
　
　
℻  
22
・
９
６
６
１

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

菜
の
花
（
ナ
タ
ネ
）
の

　
　
　
　
　
栽
培
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト*

を
推
進
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
ま

れ
た
伊
賀
産
菜
種
油
に
「
七な

の
花
」
と

名
前
を
つ
け
て
地
域
の
特
産
物
と
し
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
「
七
の
花
」
は
好
評
を
い
た
だ

き
、
原
料
の
ナ
タ
ネ
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
菜
の
花
の
栽
培
面
積
を

拡
大
す
る
た
め
、
種
を
希
望
者
に
配
布

し
ま
す
。
栽
培
を
希
望
す
る
人
は
、「
平

成
24
年
秋
播
き
ナ
タ
ネ
配
布
申
請
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
農
林
振
興
課
ま
で
お
電
話

い
た
だ
け
れ
ば
お
届
け
し
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。　

　
景
観
用
に
栽
培
し
た
い
場
合
も
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
菜
の
花
（
ナ
タ
ネ
）
の
栽
培
方
法
に

　
つ
い
て
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
地
域
内
に
資
源
循

環
の
輪
を
創
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
活

動
で
す
。

　
資
源
循
環
は
次
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
菜
の
花
栽
培

②
菜
種
油
生
産
（
地
産
地
消
、
地
域
の
特
産
物
）

③
使
い
終
わ
っ
た
油
（
廃
食
油
）
を
原
料
に
し
て
、

　
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
を
製
造

④
燃
料
を
農
業
機
械
な
ど
に
利
用
し
て
菜
の
花
を
栽
培

　

10
月
中
旬
に
種
を
ま
き

ま
す
が
、
搾
油
用
に
栽
培

す
る
場
合
は
事
前
に
十
分

な
施
肥
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
湿
気
を
嫌
う
の

で
、
水
田
で
栽
培
す
る
場

合
は
排
水
対
策
が
必
要
で

す
。
種
ま
き
と
同
時
期
に

除
草
剤
を
使
用
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

殺
虫
、
殺
菌
剤
な
ど
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

後
２
月
下
旬
に
窒
素
が
不

足
気
味
で
あ
れ
ば
追
肥
を

し
ま
す
。
開
花
時
期
は
４

月
中
旬
か
ら
５
月
中
旬
ま

で
で
、
そ
の
間
美
し
い
景

観
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ナ
タ
ネ
の
収
穫
は
６
月

中
旬
以
降
で
す
が
、
自
分

で
収
穫
作
業
が
で
き
な
い

場
合
や
収
穫
後
の
活
用
に

つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

菜
の
花
（
ナ
タ
ネ
）

　
　
　
　
栽
培
の
概
要

【
問
い
合
わ
せ
】　
農
林
振
興
課　
☎
43
・
２
３
０
２　
℻  
43
・
２
３
０
５

種
を
配
布
し
ま
す

菜の花プロジェクト
地域内資源循環図

廃食油回収

BDFの農機利用
環境に優しい農業

BDF製造研究所

ナタネ油搾油
地産池消・商品開発

菜の舎
く ら

菜の花の栽培
観光利用
遊休農地解消

美しい農村風景


